
一語一語精読→読む力・語彙力の基礎固め＋社会の出来事に関心を持つ・自らの生き方を考える     実施日（2015）年（9）月（4）日（金） №80        

新
聞
コ
ラ
ム
に
よ
る

漢
字

ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

傍
線
部
だ
け
を
読
む
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
丁
寧
に
読
み
な
が
ら
、
解
答
す
る
こ
と 

                                      
 

高
校
（ 

 

）
年
（ 

 
 

）
コ
ー
ス
（ 

 

）
組
（ 

 

）
番
・
氏
名( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

)  

⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

★
間
違
っ
た
場
合
、
書
け
な
か
っ
た
場
合
、
必
ず
→
の
下
の
訂
正
欄
に
正
し

い
漢
字
を
赤
色
で
丁
寧
に
書
く
こ
と
。 

          

         

         

→ → → → → → → → → → 

          

         

         

  

★
筆
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
内
容
が
よ
く
分
か
る
見
出
し
を
つ
け
な
さ
い
。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

夏
を
告
げ
る
鳥
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
短
歌
や

俳
句
で
人
気
が
高
い
。
〈
ほ
と
ゝ
ぎ
す
二
十

六
字
は
案
じ
さ
せ
〉
と
い
う
江
戸
①

セ
ン
リ

ュ
ウ
を
前
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
短
歌

は
②

ミ
ソ
ヒ
ト
モ
ジ
だ
が
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
を

お
題
に
す
れ
ば
五
文
字
は
決
ま
る
。
残
る
二

十
六
字
を
さ
て
ど
う
作
る
か
、
と
い
う
ユ
ー

モ
ア
だ
。
▼
俳
句
な
ら
も
っ
と
短
い
十
七
音

だ
か
ら
、
③

ア
ン
じ
る
の
は
十
二
音
に
な
る
。

よ
く
似
た
「
類
句
」
が
で
き
る
の
は
④

シ
ュ

ク
メ
イ
だ
ろ
う
。
い
つ
か
見
た
他
者
の
句
が

ふ
っ
と
口
を
つ
く
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
。
作

家
の
故
・
車
谷
長
吉
（
ち
ょ
う
き
つ
）

さ
ん
も
そ

れ
で
お
わ
び
を
し
た
。
▼
句
集
の
中
で
二
句

が
⑤

ト
ウ
サ
ク
の
指
摘
を
受
け
た
。
そ
の
一

つ
が
〈
ふ
と
こ
ろ
に
乳
房
あ
る
憂
（
う
）

さ
秋

暑
し
〉
。
こ
れ
に
は
桂
信
子
の
〈
ふ
と
こ
ろ

に
乳
房
あ
る
憂
さ
梅
雨
な
が
き
〉
が
先
に
あ

っ
た
。
車
谷
さ
ん
は
「
無
意
識
の
記
憶
」
だ

っ
た
と
二
句
と
も
訂
正
し
て
い
る
。
▼
⑥

ブ

ツ
ギ
を
か
も
し
て
い
た
東
京
五
輪
の
エ
ン

ブ
レ
ム
が
、
白
紙
⑦

テ
ッ
カ
イ
に
な
っ
た
。

他
と
の
類
似
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
一
カ
月

余
り
、
真
相
は
と
も
か
く
、
も
は
や
国
民
の

愛
着
を
集
め
る
力
を
失
っ
た
感
は
⑧

イ
ナ
め

な
い
。
▼
シ
ン
プ
ル
な
形
を
組
み
合
わ
せ
る

デ
ザ
イ
ン
は
俳
句
と
同
様
、
類
似
が
起
き
や

す
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
是
と
⑨

ヒ
の
境
目

が
素
人
に
は
分
か
り
に
く
い
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
佐
野
研
二
郎
氏
は
⑩

モ
ホ
ウ
で
は
な
い
と

し
つ
つ
、
五
輪
へ
の
悪
影
響
を
考
え
て
取
り

下
げ
を
申
し
出
た
と
い
う
。
▼
新
国
立
競
技

場
と
い
い
、
つ
ま
ず
き
続
き
の
五
輪
で
あ

る
。
季
節
違
い
を
お
許
し
い
た
だ
い
て
俳
句

で
締
め
れ
ば
、
〈
海
に
入
り
て
生
れ
か
は
ら

う
朧
月
（
お
ぼ
ろ
づ
き
）
〉
高
浜
虚
子
。
ざ
ん
ぶ
と

一
度
沈
ん
で
洗
わ
れ
て
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て

上
が
っ
て
く
る
。
五
輪
準
備
も
そ
う
で
あ

れ
。 

二
〇
一
五
年
九
月
二
日
・
朝
日
新
聞
・
天
声
人
語 

百
点
満
点
。 

①
～
⑩
は
、
各
十
点
。
タ
イ
ト
ル
記
入
が
無
い
場
合
、 

マ
イ
ナ
ス
十
点
。
八
十
点
以
上
合
格
。 

 
 

 
 
 
 
 

点



知識人ではなくて教養人に 
二
〇
一
五
年
九
月
二
日
・
朝
日
新
聞
・
天
声
人
語 

     

練
習
欄
（
意
味
を
確
認
し
、
間
違
っ
た
漢
字
を
丁
寧
に
書
く
こ
と
） 

 

（ 
 
 
 
 

）
コ
ー
ス
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

氏
名( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

) 

⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

模
倣 

非 否
む 

撤
回 

物
議
を
醸
す 

盗
作 

宿
命 

案
じ
る 

三
十
一
文
字 

川
柳 

ま
ね
る
こ
と
。
に
せ
る
こ
と
。
「
ロ
ー
マ
ン
様
式

を
─
す
る
」 

正
し
く
な
い
こ
と
。
道
理
に
あ
わ
な
い
こ
と
。「
─

を
あ
ば
く
」
「
─
行
・
─
道
・
─
礼
」
「
是
─
」

そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。
否
定
す
る
。
「
─
こ
と

の
で
き
な
い
事
実
」 

一
度
提
出
・
公
表
し
た
事
柄
を
、
あ
と
で
取
り
下

げ
る
こ
と
。
「
処
分
の
─
を
求
め
る
」 

世
間
の
人
々
の
論
議
を
ひ
き
お
こ
す
。
「
放
言
が

―
」 

他
人
の
作
品
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
そ
の
ま
ま
自

分
の
も
の
と
し
て
使
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
作
品
。

剽
窃
。 

前
世
か
ら
定
ま
っ
て
い
る
運
命
。
宿
運
。
し
ゅ
く

み
ょ
う
。 

あ
れ
こ
れ
と
考
え
を
め
ぐ
ら
す
。
ま
た
、
工
夫
し

て
考
え
出
す
。
「
周
囲
の
状
況
を
─
・
じ
て
方
策

を
練
る
」 

和
歌
。
短
歌
。 

前
句
付
け
の
対
句
が
独
立
し
た
一
七
字
の
短
詩
。

季
語
・
切
れ
字
な
ど
の
制
約
の
な
い
口
語
詩
と
し

て
江
戸
中
期
頃
か
ら
流
行
し
た
。 

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

「
エ
ン
ブ
レ
ム
騒
動
の
結
末
」 

解
答 

①
川
柳 

②
三
十
一
文
字 

③
案 

④
宿
命 

⑤
盗
作 

⑥
物
議 

⑦
撤
回 

⑧
否 

⑨
非 

⑩
模
倣 


